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【事業者アンケート調査結果】 

 

【質問１】貴組織について、該当するもの１つを選択してください。 

（n=219） 

① 業種 

 
 

② 事業所の形態              ③入居形態 

 
 

製造業

26%

建設業

20%

卸売業、小売業

11%

医療、福祉

7%

農業、林業

5%

その他サービス業

5%

不動産業、物品賃貸業

4%

宿泊業、飲食サービス業

4%

専門・技術サービス業

3%

生活関連サービス業、娯楽業

2%

金融業、保険業

2%

運輸業、郵便業

2%

電気・ガス・水道業

1%

教育・学習支援業

1%

情報通信業

0%

その他

5%

回答なし

1%

事務所、営業所

36%

工場、作業所

32%

店舗

15%

その他

9%

回答なし

8%

自社所有

83%

テナント入居

9%

その他

5%

回答なし

3%
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④ 従業員数               ⑤業務自動車の保有台数 

 
 

 

【質問２】（１）貴事業所では、温室効果ガス排出量の把握をしていますか。 

（n=219） 

 
 

 

 

10人未満

55%10～29人

26%

30～49人

4%

50～99人

7%

100～299人

4%

300人以上

3%

回答なし

1%

１～５台

59%６～10台

12%

11～19台

10%

20台以上

6%

保有していない

12%

回答なし

1%

把握していない

87%

把握している

（概算を含む）

12%

回答なし

1%

・本調査に回答した事業者のうち、自社の温室効果ガス排出量を把握している事業者は

12%で、27社のみであった。 
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（２）把握している場合、直近の排出量と算定の対象方法や範囲をお答えください。 

（n=27） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省 

  

省エネ法に基づく

48%

Scope1

7%

Scope2

0%

Scope3

4%

わからない

15%

その他

7%

回答なし

19%

※Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス) 

※Scope2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出 

※Scope3：Scope1、Scope2 以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出) 

・把握している業者のうち、48％が「省エネ法に基づく」となった。 
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【質問３】貴組織では、温室効果ガス排出量の削減に向けて、削減目標や方針を定めて

いますか。 

（n=219） 

 

  

定める予定はない

60%

現在検討中である

29%

定めている

7%

その他

4%

回答なし

0%

・本調査に回答した事業者のうち、36％の事業者が「定めている」、「現在検討中である」 

と回答し、削減目標や方針の設定に積極的であった。 

・本調査に回答した事業者のうち、60％の事業者は今後も温室効果ガス排出量の削減に 

向けて特に方針を「定める予定はない」と回答した。 
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【質問４】貴事業所で実施している、あるいは今後実施する予定の地球温暖化対策につ

いて、該当するものを選択してください。 

（n=219） 

 
 

38

33

44

151

132

129

157

80

30

89

133

49

85

82

108

46

38

52

37

45

64

85

67

99

91

98

62

19

46

34

21

89

121

43

16

68

5

6

5

3

3

4

4

5

4

2

3

3

0 50 100 150 200

①環境に関する経営方針の制定と公表

②環境マネジメントシステムの構築と取組実施

③社員への環境教育

④照明や水道の節約

⑤「クールビズ」「ウォームビズ」の奨励

⑥冷暖房設定温度の調節

(室温の目安を冷房時は28℃、暖房時は20℃とする)

⑦コピー機等OA機器の省エネモード設定

⑧敷地内の緑化

⑨森林保全活動の支援や木材利用

⑩エコドライブの実践・奨励

⑪ごみの減量化、リサイクル活動

⑫地域と連携した環境保全活動

取り組んでいる 今後取り組みたい 取り組む予定はない 回答なし

（件）

・取り組んでいる項目では、「⑦コピー機等OA 機器の省エネモード設定」が最も多く、

次いで、「④照明や水道の節約」、「⑪ごみの減量化、リサイクル活動」の回答が多かっ

た。 

・取り組む予定のない項目では、「②森林保全活動の支援や木材利用」が最も多く、次

いで「②環境マネジメントシステムの構築と取組実施」、「①環境に関する経営方針の制

定と公表」の回答が多かった。 
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【質問５】省エネルギー設備、システム等に関する貴組織の導入状況について、該当す

るものを選択してください。 

（n=219） 

 

30

0

0

1

1

0

47

123

11

11

5

3

18

1

7

1

0

2

0

1

18

46

32

10

12

8

5

21

48

24

17

39

25

16

50

21

59

26

36

32

30

34

131

190

199

173

190

198

99

23

112

168

161

171

163

157

3

4

3

4

3

4

5

6

5

4

5

5

3

6

0 50 100 150 200 250

①太陽光発電システム

②風力発電システム

③バイオマス発電システム

④太陽熱利用システム

⑤コージェネレーション(熱電併給)システム

⑥BEMS(ビルエネルギーマネジメントシステム)

⑦断熱材・複層ガラス

⑧高効率照明(LED照明、Hf型照明等)

⑨ZEV(電気自動車、燃料電池車、ハイブリッド車)

⑩高性能ボイラー等の高効率機器(ヒートポンプ)

⑪省エネナビ

⑫エコアクション21

⑬ISO14001

⑭再生可能エネルギーの電力メニューの選択

導入済み 今後導入予定 導入したいが困難 導入する予定はない 回答なし

（件）

・導入済みの設備については、「⑧高効率照明（LED 照明、Hf 型照明）」が最も多く、

次いで「⑦断熱材・複層ガラス」、「①太陽光発電システム」となった。 

・導入したいが困難、導入する予定はない設備の合計回答数では、「②バイオマス発電 

システム」、「⑤コージェネレーションシステム」、「②風力発電システム」「⑥BEMS（ビ

ルエネルギーマネジメントシステム）」が多かった。 
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【質問６】近年の地球温暖化による気候変動について、貴事業所に影響を与える可能性

の高い不安要素はありますか。該当するものを３つまで選択してください。 

（n=533） 

 
 

【質問７】貴事業所における地球温暖化対策に対する取り組みへの考え方について、該

当するもの１つを選択してください。 

（n=219） 

 

109

96

71

52

47

38

35

25

23

20

11

5

1

0 50 100 150

熱中症や感染症による従業員の健康リスクの増加

原材料等のコスト増加

異常気象、気象災害による施設への被害の増加

大規模災害によるインフラ・ライフラインへの影響

気象災害による従業員の被災や通勤の阻害

顧客ニーズや消費者動向の変化

夏季の気温上昇などによる電力供給ピークの先鋭化

気候条件変化（降水量、気温、湿度等）による製品品質への影響

原材料の収量や品質の低下

無降雨、少雨による水利用への影響

特になし

その他

回答なし

（件）

150

34

22

8

2

3

0 50 100 150 200

必要な取り組みではあるが、

経済的に負担がない範囲で取り組みたい

必要性は認識しているが、

積極的に取り組むつもりはない

必要な取り組みであるため、

経済的な負担があっても進めるべきである

必要性を認識しておらず、

取り組む予定もない

その他

回答なし

（件）

・組織に影響を与える可能性の高い不安要素について、「熱中症や感染症による従業員

の健康リスクの増加」が最も多く、次いで「原材料等のコスト増加」、「異常気象、気象

災害による施設への被害の増加」となった。 

・地球温暖化対策に対する取り組みへの考え方について、「必要な取組ではあるが、経

済的に負担がない範囲で取り組みたい」が最も多くなった。 
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【質問８】貴事業所において地球温暖化対策を進める上で課題となっていることは何で

すか。（複数回答可） 

（n=544） 

 
 

【質問９】貴事業所が知りたい地球温暖化に関する情報を教えてください。(複数回答) 

（n=413） 

 

116

98

82

77

63

59

29

12

6

2

0 50 100 150

資金の不足

費用対効果がわかりづらい

ノウハウの不足

手間や時間がかかる

人員の不足

情報の不足

社会への貢献度がわかりづらい

課題はない

その他

回答なし

（件）

124

100

85

48

25

16

10

5

0 50 100 150

事業者向けの支援制度、補助金等の情報

地球温暖化防止のために

行動すべき具体的な取組やその効果に関する情報

国や県、市が行っている取組に関する情報

地球温暖化が事業活動に及ぼす影響に関する情報

事業者向け講習会に関する情報

地球温暖化の原因やメカニズムに関する情報

その他

回答なし

（件）

・事業所が地球温暖化対策を進める上で課題となっていることについて、「資金の不足」

が最も多く、次いで「費用対効果が分かりづらい」、「ノウハウの不足」となった。 

・事業所が知りたい地球温暖化に関する情報について、「事業者向けの支援制度、補助

金等の情報」が最も多く、次いで「地球温暖化防止のために行動すべき具体的な取組や

その効果に関する情報」、「国や県、市が行っている取組に関する情報」となった。 
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【質問 10】地球温暖化対策への対応について、市に行ってほしい取組は何ですか。そ

れぞれ該当するものについて３つまで「○」をつけてください。 

（n=452） 

 

125

114

107

37

29

17

13

7

3

0 50 100 150

地球温暖化対策への補助金等支援制度の充実

地球温暖化対策への補助金等支援制度の情報提供

地球温暖化に関する対策手法や効果等の情報提供

市として具体的な地球温暖化対策の目標を示すこと

住民や事業者に対する普及啓発活動

地球温暖化防止対策、省エネ対策に関する相談窓口の設置

セミナーや講義の実施

その他

回答なし

（件）

・市に行ってほしい取組について、「地球温暖化対策への補助金等支援制度の充実」が

最も多く、次いで「地球温暖化対策への補助金等支援制度の情報提供」「地球温暖化に

関する対策手法や効果等の情報提供」となった。 


